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緑

の
風薫
る文化のまち和木町

₁₂月号 

平成₁₉年 

Ｎｏ．₄₁₇₁₂
広 報 

3281
R023

トピックス
所得税・住民税が変わっています...................1P・2P
わき愛あいフェスティバル..............................3P・4P
民生委員児童委員・主任児童委員を委嘱............... 5P
後期高齢者医療制度が始まります......................... 17P

　和木町三大イベントの1つ、「わき愛あい
フェスティバル」も大盛況のうちに幕を閉
じ、今年も残すところあと1ヶ月となりま
した。
　来年は、3月に「JR和木駅」が開業し、町
の歴史に新たな1ページが展開されます。
　町民の皆さまにおかれましては、お体に
気をつけられ、素敵な新年をお迎えくださ
い。
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◆
カ
ラ
オ
ケ
大
会
入
賞
者(

敬
称
略)

優　

勝　

竹
中　

康
博

�

「
あ
の
夏
も
海
も
空
も
」

準
優
勝　

大
峠　

辰
徳�

「
さ
く
ら
」

第
3
位　

浜
元　

正
一�「
浪
曲
お
と
こ
節
」

歌
唱
賞　

永
井　

万
与�

「
三
郎
太
鼓
」

熱
演
賞　

益
田　

跡
美�

「
三
日
月
」

敢
闘
賞　

正
木　

梧
博�「
湯
の
里
し
ぐ
れ
」

努
力
賞　

向
井　

肇
子�

「
堂
島
し
ぐ
れ
」

特
別
賞　

榊　
　

榮
子�

「
熊
野
古
道
」

　

11
月
3
日
、文
化
会
館
で「
前
夜
祭
カ
ラ

オ
ケ
大
会
」、翌
日
の
4
日
に
は
中
学
校
グ

ラ
ウ
ン
ド
を
メ
イ
ン
会
場
に「
第
21
回
わ

き
愛
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」が
開
催
さ

れ
、多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

前
夜
祭
の
カ
ラ
オ
ケ
大
会
で
は
、参
加

者
67
名
中
27
名
が
本
選
に
進
出
し
、自
慢

の
歌
声
で
会
場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

　

な
お
、優
勝
し
た
竹
中
さ
ん
、準
優
勝
の

大
峠
さ
ん
、熱
演
賞
の
益
田
さ
ん
は
翌
日

の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
本
祭
の
特
設
ス
テ
ー

ジ
で
も
そ
の
歌
声
を
披
露
し
、多
く
の
来

場
者
が
そ
の
歌
声
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　

4
日
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、古
木
町

長
を
は
じ
め
、姉
妹
都
市
恵
庭
市
の
佐
々

木
会
計
管
理
者
、国
司
総
務
部
次
長
ら
に

よ
り
、「
く
す
玉
」(

岩
国
地
区
消
防
組
合
東

出
張
所
製
作)

が
割
ら
れ
、華
や
か
に
開
幕

し
ま
し
た
。

　

特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、オ
ー
プ
ニ
ン
グ

に
先
立
ち
、「
和
木
小
学
校
緑
の
少
年
隊
」

に
よ
る
花
の
苗
の
無
料
配
布
が
行
わ
れ
た

ほ
か
、和
木
紅
鴉
に
よ
る「
よ
さ
こ
い
」、

小
・
中
学
校
児
童
生
徒
に
よ
る
吹
奏
楽
演

奏
、四
境
太
鼓
、キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
、

も
の
ま
ね
シ
ョ
ー
、大
道
芸
な
ど
、多
彩
な

催
し
で
来
場
者
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
、福
祉
バ
ザ
ー
や
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
、お
父
さ
ん
方
に
大
人
気
の
水

素
自
動
車
の
展
示
・
試
乗
会
な
ど
が
催
さ

れ
た
ほ
か
、「
ち
び
っ
子
相
撲
」や「
よ
ち

よ
ち
赤
ち
ゃ
ん
よ
ー
い
ド
ン
」な
ど
が
行
わ

れ
、応
援
に
駆
け
付
け
た
家
族
や
友
人
か

ら
、声
援
の
声
が
飛
び
交
っ
て
い
ま
し
た
。

中学校吹奏楽部

小学校吹奏楽クラブ

和木紅鴉による「よさこい」 四境太鼓の演奏

「
わ
き
愛
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」大
盛
況
の
う
ち
に
閉
幕

ま
ち
の
話
題
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ま
た
、例
年
大
人
気
の
姉
妹
都
市
恵
庭

市
か
ら
送
ら
れ
た
産
直
バ
ザ
ー
で
は
、新

鮮
な
ジ
ャ
ガ
イ
モ
や
、毛
ガ
ニ
、北
海
道
限

定
ビ
ー
ル
な
ど
が
、格
安
の
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
価
格
で
並
べ
ら
れ
、販
売
開
始
前
か

ら
長
蛇
の
列
で
、販
売
開
始
後
は
あ
っ
と

い
う
間
に
売
切
れ
商
品
が
続
出
す
る
ほ
ど

の
大
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、10
月
18
日
か
ら
11
月
18
日

に
か
け
て
展
示
会
が
行
わ
れ
た
美
術
館
で

は
、裏
千
家
に
よ
る
お
茶
席
が
用
意
さ
れ
、

入
場
者
に
抹
茶
と
茶
菓
子
が
振
る
舞
わ

れ
ま
し
た
。ま
た
、体
育
セ
ン
タ
ー
で
は
、

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
教
室
が
開
催
さ
れ
、参

加
者
は
心
地
よ
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
締
め
く
く
り
は
、

毎
年
好
評
の
ラ
ッ
キ
ー
抽
選
会
。大
型
液

晶
テ
レ
ビ
や
、マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
、電
気

式
生
ゴ
ミ
処
理
機(
快
適
環
境
ま
ち
づ
く

り
町
民
会
議
提
供【
松
並
光
則
会
長
】)

な

ど
、豪
華
賞
品
が
ス
テ
ー
ジ
上
に
並
び
、当

選
者
が
発
表
さ
れ
る
た
び
に
大
き
な
歓
声

で
会
場
が
ど
よ
め
き
ま
し
た
。

ち
び
っ
子
相
撲
大
会
結
果（
敬
称
略
）

　

●
年
中
の
部

　
　
　

優　

勝　
　

宮
岡　

誠
也

　
　
　

準
優
勝　
　

村
中　

瑠
莉

　
　
　

第
3
位　
　

八
田　

小
雪

　

●
年
長
の
部

　
　
　

優　

勝　
　

中
村　

拓
斗

　
　
　

準
優
勝　
　

村
上　

脩
馬

　
　
　

第
3
位　
　

津
島　

孝
志

　

●
�
年
生
の
部

　
　
　

優　

勝　
　

永
井　

瞭
揮

　
　
　

準
優
勝　
　

中
村　
　

純

　
　
　

第
3
位　
　

中
野　

悠
大

　

●
�
年
生
の
部

　
　
　

優　

勝　
　

中
村　

翔
一

　
　
　

準
優
勝　
　

村
田　

尚
基

　
　
　

第
3
位　
　

野
村　

将
太

　

●
3
年
生
の
部

　
　
　

優　

勝　
　

山
本
拳
士
朗

　
　
　

準
優
勝　
　

中
村　

友
哉

　
　
　

第
3
位　
　

谷
本　

直
哉

　

●
4
年
生
の
部

　
　
　

優　

勝　
　

末
永　

志
樹

　
　
　

準
優
勝　
　

久
森
誠
太
郎

　
　
　

第
3
位　
　

森
川　

雄
輝

　

●
5
・
6
年
生
の
部

　
　
　

優　

勝　
　

末
永　

涼
馬

　
　
　

準
優
勝　
　

木
戸　

公
喜

　
　
　

第
3
位　
　

藤
本　

幸
己

よちよち赤ちゃんよーいドン！大行列の北海道産直バザー

ちんどん屋 美術館でのお茶席 ちびっ子相撲

水素自動車の展示
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民 生 委 員 　 児 童 委 員

　

11
月
30
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な
っ

た
民
生
委
員
児
童
委
員
及
び
主
任
児
童
委

員
の
改
選
が
行
わ
れ
、再
任
の
方
14
名
と

新
任
の
4
名
の
方
が
、厚
生
労
働
大
臣
及

び
山
口
県
知
事
か
ら
12
月
1
日
付
け
で
委

嘱
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。任
期
は
平
成
22

年
11
月
30
日
ま
で
の
3
年
間
で
す
。

　

委
員
の
方
た
ち
は
、生
活
上
、困
難
な

問
題
が
生
じ
た
と
き
に「
悩
み
ご
と
を
聞

く
」、「
福
祉
施
設
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
紹

介
す
る
」、「
行
政
機
関
と
の
パ
イ
プ
役
を

果
た
す
」な
ど
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
退
任
さ
れ
た
方

　

兼
重　

節
子
さ
ん�

（
関
ヶ
浜
1
・
2
）

　

明
吉
小
百
合
さ
ん

�

（
山
の
手
・
三
井
社
宅
）

　

重
本　

淑
香
さ
ん�

（
加
賀
開
）

　

通
地　
　

さ
ん�

（
新
地
）

◆�

委
嘱
を
受
け
ら
れ
た
民
生
委
員
児
童
委

員
及
び
主
任
児
童
委
員
の
方
（々
下
の

写
真
）

※（　

）内
は
担
当
地
区

民
生
委
員
児
童
委
員
と
は
？

性
格
▼�

社
会
奉
仕
の
精
神
に
基
づ
く
民
間

の
奉
仕
者
、給
与
は
支
給
し
な
い

職
務
▼�

住
民
の
生
活
状
態
の
適
切
な
把
握

身
分
▼�

厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受

け
、県
の
非
常
勤
特
別
職
と
し
て

活
動

末葊秀爾さん
（中組）
☎5�－73�5

新　空　靜子さん
（新地）
☎5�－�084

岡﨑ひろみさん
（沖灰場）
☎53－3460

灘本美智子さん
（中灰場）
☎53－���8

松並みどりさん
（上灰場）
☎5�－3407

新　三分一美幸さん
（山の手・三井社宅）

☎53－0�36

森田眞須美さん
（前組・背戸場）
☎5�－7570

有馬將雄さん
（上組）
☎5�－5883

佐藤繁代さん
（つつじヶ丘・蜂ヶ峯）

☎5�－8�5�

新　三上房子さん
（関ヶ浜�・�）
☎5�－4537

正中佳代さん
（曙）

☎5�－�950

西村澄子さん
（下組・中開）
☎53－60��

新　村上哲生さん
（加賀開）
☎5�－6685

吉國 夫さん
（緑ヶ丘�・�）
☎53－�489

相川逸雄さん
（大谷・瀬田�）
☎53－3��3

松並末乃さん
（瀬田�地区）
☎5�－6753

民
生
委
員
児
童
委
員
、
主
任
児
童
委
員
を
委
嘱

ま
ち
の
話
題
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任
期
▼�

3
年（
民
生
委
員
の
任
期
は
12
月

1
日
～
平
成
22
年
11
月
30
日
）

定
数
▼
民
生
委
員
児
童
委
員�

16
人

　
　
　

主
任
児
童
委
員�

2
人

【
民
生
委
員
】

◆�

援
助
を
必
要
と
す
る
方
が
自
立
し
た
日

常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
生

活
に
関
す
る
相
談
及
び
助
言

◆�

援
助
を
必
要
と
す
る
方
が
福
祉
サ
ー
ビ

ス
を
適
切
に
利
用
す
る
た
め
に
必
要
な

情
報
の
提
供

◆�

社
会
福
祉
事
業
者
等
の
事
業
ま
た
は
活

動
に
対
す
る
支
援

◆�

社
会
福
祉
事
務
所
等
の
関
係
行
政
機
関

の
業
務
に
対
す
る
協
力

◆�

そ
の
他
、必
要
に
応
じ
て
、住
民
福
祉
の

増
進
を
図
る
た
め
の
活
動

【
児
童
委
員
】

◆�

児
童
及
び
妊
産
婦
の
生
活
環
境
の
把
握

◆�

児
童
及
び
妊
産
婦
が
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を

適
切
に
利
用
す
る
た
め
に
必
要
な
情
報

の
提
供

◆�

児
童
福
祉
司
又
は
福
祉
事
務
所
の
社
会

福
祉
主
事
の
行
う
職
務
に
対
す
る
協
力

◆�

児
童
の
健
や
か
な
育
成
に
関
す
る
気
運

の
醸
成
に
努
め
る

　

10
月
21
日
、下
松
市
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
た「
第
44
回
二
科
会
写

真
部
山
口
支
部
写
真
展
」で
佐
伯
茂
樹
さ

ん
の
作
品「
1
点
の
白
」が
見
事
入
賞
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、次
の
方
々
の
作
品
が
入
選
し
ま

し
た
。

藤
本
眞
由
美
さ
ん�

「
造
形
」

豊
田　

一
夫
さ
ん�

「
ビ
ッ
グ
・
マ
ス
ク
」

依
田　

一
司
さ
ん�

「
フ
ェ
イ
ス
」

　

入
賞
、入
選
さ
れ
た
皆
さ
ん
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

11
月
8
日
、文
化
会
館
で「
第
18
回
教
師

の
日
」の
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

教
師
の
日
は
、「
尊
師
親
愛
生
」（
子
は

師
・
親
を
敬
い
、師
は
子
を
讃
え
、親
は
師

を
敬
い
、子
を
慈
し
む
こ
と
）の
精
神
に
基

づ
く
教
育
風
土
の
醸
成
を
目
的
に
取
り
組

ま
れ
て
い
ま
す
。

　

式
典
で
は
、教
育
委
員
会
表
彰
、教
育
長

表
彰
の
後
、「
す
ば
ら
し
い
出
会
い
、温
か

い
ふ
れ
あ
い
」と
題
し
た
児
童
や
生
徒
、

教
諭
、Ｐ
Ｔ
Ａ
に
よ
る
意
見
発
表
が
あ
り
、

参
加
者
は
真
剣
な
表
情
で
聞
い
て
い
ま
し

た
。そ
の
後
、和
木
中
吹
奏
楽
部
の
演
奏
を

バ
ッ
ク
に「
ビ
リ
ー
ブ
」を
全
員
合
唱
し
閉

会
し
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
表
彰
者（
敬
称
略
）

　

末
岡　

裕
将�

（
中
学
1
年
）

　

竹
本
翔
太
郎�

（
中
学
1
年
）

　

重
本　

剛
也�

（
中
学
1
年
）

　

島
本　

佳
輝�

（
中
学
1
年
）

　

南
波　

恵
莉�

（
中
学
2
年
）

教
育
委
員
会
教
育
長
表
彰
者（
敬
称
略
）

　

岡
田　

章
宏�

（
小
学
6
年
）

　

白
石　

竜
海�

（
小
学
6
年
）

　

廣
澤　

友
哉�

（
小
学
6
年
）

　

麦
生　

太
希�

（
小
学
6
年
）

　

末
広
有
貴
男�

（
中
学
1
年
）

　

藤
川
加
奈
子�

（
中
学
2
年
）

　

岩
脇　

苑
子�

（
中
学
2
年
）

　

米
元
ま
り
え�

（
中
学
3
年
）

　

長
野　
　

愛�

（
中
学
3
年
）

　

村
岡　

梨
奈�

（
中
学
3
年
）

　

秋
嶋　

崇
臣�

（
和
木
中
卒
業
生
）

主任児童委員

末岡和子さん
（全区）
☎53－�786

吉岡勝德さん
（全区）
☎5�－3380

佐伯茂樹さん「１点の白」

表彰された皆さん

「ビリーブ」を全員合唱

二
科
会
写
真
展
４
名
が
入
賞
・
入
選

ま
ち
の
話
題

尊
師
親
愛
生
を
礎
に「
教
師
の
日
」開
催

ま
ち
の
話
題
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10
月
30
日
、宇
部
市
渡
辺
翁
記
念
会
館

で
開
催
さ
れ
た
第
57
回
山
口
県
総
合
社
会

福
祉
大
会
で
、次
の
10
名
の
方
々
が
山
口

県
社
会
福
祉
協
議
会
長
表
彰
を
受
賞
さ
れ

出
前
公
聴
会
や
自
治
会
イ
ベ
ン
ト
、「
わ
き

愛
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」な
ど
に
参
加
し
、和

木
町
の
皆
様
と
触
れ
合
う
こ
と
が
で
き
と

て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。「
わ
き
愛
あ
い
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」で
は
よ
り
多
く
の
方
に
サ
ッ
ポ
ロ

ビ
ー
ル
を
味
わ
っ
て
頂
き
た
い
と
い
う
提
案

を
受
け
入
れ
て
頂
き
、自
ら
の
手
で
販
売
を

さ
せ
て
頂
い
た
こ
と
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま

す（
ご
購
入
頂
い
た
皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
）。ま
た
、休
日
は
岩
国
や
萩
な
ど

に
出
か
け
て
北
海
道
に
は
な
い
色
々
な
文

化
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。今
回
の

研
修
を
通
し
て
、人
間
と
し
て
、そ
し
て
自

治
体
職
員
と
し
て
一
回
り
も
二
回
り
も
成

長
で
き
た
と
思
い
ま
す
。こ
の
貴
重
な
経
験

を
生
か
し
、恵
庭
市
で
も
頑
張
り
た
い
と
思

い
ま
す
。ま
た
機
会
を
作
っ
て（
勿
論
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
で
も
）和
木
町
に
来
た
い
と
思
い
ま

す
。本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

10
月
1
日
か
ら
の
2
ヶ
月
間
、和
木
町

職
員
と
し
て
研
修
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。姉
妹
都
市
の
北
海
道
恵
庭
市
と
は
規

模
の
異
な
る
自
治
体
で
、普
段
と
は
違
っ
た

仕
事
を
す
る
と
い
う
普
通
で
は
で
き
な
い

貴
重
な
経
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

恵
庭
で
は
窓
口
業
務
以
外
に
住
民
の
方
と

接
す
る
機
会
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
た
め
、

ま
し
た
。

〈
社
会
福
祉
功
労
者
〉

　

兼
重　

節
子
さ
ん�

（
関
ヶ
浜
1
丁
目
）

　

重
本　

淑
香
さ
ん�

（
和
木
3
丁
目
）

〈
社
会
福
祉
協
助
者
〉

　

相
川
美
代
子
さ
ん�

（
瀬
田
1
丁
目
）

　

上
田
キ
ヨ
コ
さ
ん�

（
和
木
2
丁
目
）

　
　

山
小
夜
子
さ
ん�

（
関
ヶ
浜
1
丁
目
）

　

末
岡　

恭
子
さ
ん�

（
瀬
田
1
丁
目
）

　

中
村　

康
子
さ
ん�

（
関
ヶ
浜
1
丁
目
）

　

福
原
シ
ズ
子
さ
ん�

（
関
ヶ
浜
1
丁
目
）

　

藤
本
美
沙
子
さ
ん�

（
和
木
1
丁
目
）

　

山
本　

恒
子
さ
ん�

（
瀬
田
1
丁
目
）

　

受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
、和
木
町
の
福
祉
の

向
上
に
ま
す
ま
す
の
お
力
添
え
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

11
月
7
日
、蜂
ヶ
峯
ゴ
ル
フ
ガ
ー
デ
ン

パ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
で
ア
ル
ミ
缶
ペ
コ
グ

ル
ー
プ
主
催
の
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者

（
65
歳
以
上
）を
対
象
と
し
た
パ
ッ
ト
ゴ
ル

フ
大
会
が
開
催
さ
れ
、世
話
人
を
含
め
約

60
名
の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、天
候
に
恵
ま
れ
爽
や
か
な
秋

風
の
も
と
、参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
楽
し

い
親
睦
の
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

な
お
、こ
の
福
祉
活
動
は
、町
内
13
ヶ

所
に
設
置
し
て
あ
る
指
定
ア
ル
ミ
回
収
箱

か
ら
回
収
し
た
ア
ル
ミ
缶
を
販
売
し
、そ

れ
に
よ
り
得
た
収
益
金
で
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

10
月
29
日
、高
野
イ
ツ
子
さ
ん（
和
木
1

丁
目
）が
満
90
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
、

町
か
ら
長
寿
の
お
祝
い
と
し
て
表
彰
状
と

記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

高
野
さ
ん
は
、日
頃
か
ら
週
に
数
回
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
足
を
運
び
、友

人
と
の
会
話
を
楽
し
ん
で
お
ら
れ
、こ
れ

が
健
康
の
秘
訣
だ
と
語
ら
れ
て
い
ま
し

た
。

　

こ
れ
か
ら
も
お
体
に
気
を
つ
け
ら
れ
、

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
い
て
く
だ
さ
い
。

高野イツ子さん
北海道バザーで活躍する
関口さん（写真左）

受賞された皆さん

パーパットに挑戦

厚
生
功
労
者
表
彰

ま
ち
の
話
題

和
木
町
で
の
派
遣
研
修
を
終
え
て

ま
ち
の
話
題

高
齢
者

パ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会

ま
ち
の
話
題
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11
月
4
日
、山
陽
小
野
田
市
で
開
催
さ

れ
た
、生
涯
現
役
社
会
づ
く
り
フ
ェ
ア
に
お
い

て
、藤
本
高
士
さ
ん（
77
）が「
や
ま
ぐ
ち
生

涯
現
役
社
会
づ
く
り
章
」を
受
章
し
、二
井

知
事
か
ら
表
彰
状
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
章
は
、い
つ
ま
で
も
現
役
と
し
て
元

気
に
活
動
し
て
い
る
シ
ニ
ア
世
代
を
表
彰
す

る
も
の
で
、そ
の
活
動
実
績
が
特
に
顕
著
な

個
人
と
団
体
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　

藤
本
さ
ん
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、そ
の
一
環
と
し
て
、廃

棄
自
転
車
の
修
繕
・
販
売
を
行
い
、そ
の
収

益
を
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄
付
す
る
な

ど
、福
祉
活
動
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
人
の
た
め
だ
け
で
は

な
く
、自
分
の
た
め
に
も
な
る
と
い
う
思

い
で
、現
在
も
献
身
的
な
活
動
を
続
け
ら

れ
て
お
ら
れ
ま
す
。

消
防
団
全
体
訓
練
実
施
‼

　

和
木
町
消
防
団
は
、秋
の
全
国
火
災
予

防
週
間
中
で
あ
る
11
月
11
日
、消
防
団
全

体
訓
練
を
岩
国
地
区
消
防
組
合
中
央
消
防

署
東
出
張
所
の
指
導
の
も
と
、実
施
し
ま

し
た
。

　

訓
練
は
草
ス
キ
ー
場
付
近
で
林
野
火
災

が
発
生
し
た
と
の
想
定
で
行
わ
れ
、ふ
も
と

の
役
場
裏
手
用
水
路
か
ら
消
防
ポ
ン
プ
自

動
車
を
用
い
て
取
水
し
、急
な
坂
道
が
続

く
八
幡
山
遊
歩
道
上
に
消
防
ポ
ン
プ
を
設

置
す
る
と
と
も
に
消
防
ホ
ー
ス
を
連
結
し
、

頂
上
の
草
ス
キ
ー
場
に
放
水
し
ま
し
た
。

　

訓
練
後
は
消
防
自
動
車
3
台
、東
出
張

所
の
消
防
車
両
等
に
よ
り
、町
内
巡
回
防

火
啓
発
パ
レ
ー
ド
を
実
施
し
、火
災
予
防

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、消
防
団
は
町
民
の
皆
さ

ん
の
生
命
、身
体
、財
産
を
守
る
た
め
、定

期
的
に
訓
練
を
実
施
し
、万
一
の
火
災
発

生
に
備
え
て
い
ま
す
！

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
お
い
て
、山
﨑
博
司

さ
ん
が
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
活
性
化
へ

の
多
大
な
貢
献
が
認
め
ら
れ
、や
ま
ぐ
ち

県
民
活
動
き
ら
め
き
財
団（
二
井
関
成
理

事
長
）理
事
長
賞
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

山
﨑
さ
ん
は
、和
木
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

協
議
会
会
長
と
し
て
、町
内
グ
ル
ー
プ
を

統
括
・
指
導
し
、ア
ル
ミ
缶
回
収
や
蜂
ヶ

峯
公
園
の
草
刈
り
な
ど
、現
在
も
積
極
的

な
活
動
を
展
開
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

11
月
11
日
、海
峡
メ
ッ
セ
下
関
で
開

催
さ
れ
た
、県
民
活
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

　

11
月
21
日
、文
化
会
館
に
お
い
て
、平

成
19
年
度「
快
適
な
環
境
づ
く
り
岩
国
地

区
大
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
、環
境
衛
生
に
貢
献
し
た
団

体
、個
人
へ
の
表
彰
が
行
わ
れ
、和
木
町

か
ら
は
、清
掃
美
化
優
良
団
体
と
し
て
、

新
日
本
石
油
精
製
㈱
麻
里
布
製
油
所
、和

木
町
老
人
ク
ラ
ブ
第
三
喜
楽
会
、ハ
ロ
ー

60
健
康
ふ
れ
あ
い
塾
パ
ー
ト
I
の
皆
さ

ん
が
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。れ
か
ら
も
、町
内
の
環
境
美

化
・
衛
生
に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

藤本高士さん

山﨑博司さん

林野火災を想定しての訓練

〈写真右から〉
新日本石油精製㈱麻里布製油所（中村副所長）
ハロー60健康ふれあい塾パートⅠ（平岡代表）
和木町老人クラブ第3喜楽会（村上代表）

生
涯
現
役
で
社
会
貢
献
！
功
績
が
讃
え
ら
れ
る

ま
ち
の
話
題

清
掃
美
化
優
良
団
体
と
し
て
、和
木
町
か
ら
3
団
体
が
受
賞

ま
ち
の
話
題

頑
張
っ
て
い
ま
す
和
木
町
消
防
団

ま
ち
の
話
題

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
る

ま
ち
の
話
題
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11
月
11
日
、12
日
に
岩
国
地
域
を
主
体

に
県
境
地
域
に
お
い
て
ル
ー
ラ
ル
・
県
境
・

フ
ェ
ス
タ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
フ
ェ
ス
タ
は
、地
域
の
朝
市
等
を
つ
な

い
で
一
斉
開
催
す
る
も
の
で
、多
彩
で
新
鮮

な
地
域
農
産
物
の
販
売
や
、ふ
れ
あ
い
施

設
で
の
農
産
物
・
特
産
物
の
販
売
、手
作
り

の
交
流
体
験
、ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
等
の
イ
ベ

ン
ト
を
行
い
、生
産
者
と
消
費
者
の
交
流

を
進
め
る
目
的
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

11
日
は
、和
木
会
場
で
行
わ
れ
、参
加
者

か
ら
は
、「
新
鮮
・
安
全
で
安
い
も
の
が
手

　住民基本台帳法の規定により、住民基本台帳の一部の写し
の閲覧の状況について公表します。
　閲覧期間　平成18年11月から平成19年10月まで

閲 覧 日 閲 覧 者 閲 覧 目 的 閲 覧 対 象

12月11日 加賀開自治会 自治会名簿作成 加賀開自治会

12月26日 和木商工会 新駅設置の礼状 新駅寄付金者

 1月10日 前組自治会 自治会名簿作成 前組自治会

 1月11日 加賀開自治会 自治会名簿作成 加賀開自治会

 4月18日 加賀開自治会 自治会名簿作成 加賀開自治会

 5月 8日 加賀開自治会 自治会名簿作成 加賀開自治会

 6月 5日 加賀開自治会 自治会名簿作成 加賀開自治会

 6月 6日 新地自治会 自治会名簿作成 新地自治会

 7月11日 瀬田2丁目自治会 自治会名簿作成 瀬田2丁目自治会

 7月30日 瀬田1丁目自治会 自治会名簿作成 瀬田1丁目自治会

 8月 3日 新地自治会 自治会名簿作成 新地自治会

10月23日 社団法人
中央調査社内閣府

インターネットの
安全確保に

関する世論調査
和木2丁目

問合せ ▼住民サービス課(☎52－2194)

住民基本台帳の閲覧状況の公表

　

10
月
13
日
か
ら
15
日
に
か
け
て
開
催
さ

れ
た
、第
7
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大

会“
秋
田
わ
か
す
ぎ
大
会
”で
、山
本
未
来

さ
ん（
和
木
4
丁
目
）が
陸
上
競
技
・
立
幅

跳（
少
年
女
子
）で
第
3
位
、1
0
0
メ
ー

ト
ル
走（
少
年
女
子
）で
第
4
位
と
い
う
優

秀
な
成
績
を
収
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

山
本
さ
ん
は
、和
木
町
か
ら
岩
国
市
内

の
高
校
に
通
学
し
な
が
ら
陸
上
の
練
習
に

励
み
、県
予
選
大
会
に
お
い
て
も
立
幅
跳
・

第
1
位
、1
0
0
メ
ー
ト
ル
走
・
第
2
位

と
い
う
好
成
績
で
全
国
大
会
に
臨
み
ま
し

た
。ま
た
、陸
上
の
練
習
の
か
た
わ
ら
、よ

さ
こ
い
チ
ー
ム「
和
木
紅
鴉
」に
所
属
し
、

毎
週
の
練
習
に
も
か
か
さ
ず
参
加
す
る
な

ど
、体
を
動
か
す
こ
と
が
大
好
き
な
高
校

生
で
す
。

　

10
月
25
日
に
は
、県
庁
に
お
い
て
、全
国

大
会
の
報
告
会
が
開
催
さ
れ
、二
井
県
知

事
に
対
し
第
3
位
に
入
賞
し
た
こ
と
を
報

告
し
ま
し
た
。

　

今
後
の
更
な
る
ご
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

に
入
る
の
で
う
れ
し
い
」な
ど
の
声
が
聞

か
れ
ま
し
た
。

　和木町では、行政サービスの更なる
改善を図るため、9月から、町民の皆さ
まを対象とするアンケート調査を、次
の方法で実施しました。
　ご協力いただきました皆さまに、お
礼申し上げます。ありがとうございま
した。業務を進めていく上での基盤と
させていただきます。
　なお、アンケート結果につきまして
は、町ホームページに掲載しております
ので、ご覧いただきたいと思います。

〈アンケートの実施方法〉
①�町関連施設にお越しいただいた際
に、アンケート調査へのご協力をお
願いしました。役場本庁で、39件の
回答をいただきました。

②�町民の皆さまから無作為で対象者
を抽出させていただき、郵送でアン
ケートへの回答のお願いをしまし
た。248件発送し、132件の回答をい
ただきました（53．2%）。

　また、74名の方から自由記載欄に、
町への提言、お怒りや叱責の言葉、あ
るいは、励ましの言葉をいただきまし
た。大変貴重なご意見であり、深く感
謝しています。

アンケート調査へのご協力
ありがとうございました

二井知事 山本未来さん和木会場のようす

山
本
未
来
さ
ん
銅
メ
ダ
ル

ま
ち
の
話
題

ル
ー
ラ
ル
・
県
境
・
フ
ェ
ス
タ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

ま
ち
の
話
題
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Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ｓ
・
ス
ポ
ー
ツ

山
口
県
体
育
大
会

　

10
・
11
月
に
県
下
各
地
で
開
催
さ
れ
た
、

山
口
県
体
育
大
会
に
体
育
協
会
か
ら
の
出

場
チ
ー
ム
が
次
の
成
績
を
残
し
ま
し
た
。

弓
道
競
技

期　

日
▼
11
月
11
日

場　

所
▼
維
新
百
年
記
念
公
園

《
近
的
競
技
》

●
団
体
の
部
「
郡
部
男
子
」

　

準
優
勝　

玖
珂
郡
A

�
（
中
村
恭
二
・
竹
島
佳
宏
・
御
庄
和
彦
）

　

第
3
位　

玖
珂
郡
D

�

（
中
村
賢
一
・
松
並
幹
真
・
小
松
義
人
）

●
個
人
の
部
「
郡
部
男
子
」

　

優　

勝　

東
屋　

延
夫

　

第
2
位　

中
村　

賢
一

　

第
3
位　

冨
田　
　

博　

●
個
人
の
部
「
郡
部
女
子
」

　

第
2
位　

中
村　

明
美

　

第
3
位　

片
岡　

紀
子　

《
遠
的
競
技
》

●
個
人
の
部
「
郡
部
男
子
」

　

優　

勝　

中
村　

恭
二　

　

第
2
位　

小
松　

義
人

●
個
人
の
部
「
郡
部
女
子
」

　

優　

勝　

片
岡　

紀
子　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技

期　

日
▼
11
月
4
日

場　

所
▼
宇
部
市
中
央
公
園
球
技
場

結　

果
▼
男
子
A
級　

玖
珂
郡　

第
3
位

　
　
　
　

女
子
C
級　

玖
珂
郡　

第
3
位

陸
上
競
技

期　

日
▼
10
月
14
日

場　

所
▼
維
新
百
年
記
念
公
園

結　

果
▼
一
般　

5
，
0
0
0
m
競
技

第
7
位　

山
西　

聡
（
15
分
50
秒
）

和
木
町
秋
季
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

期　

日
▼
10
月
20
日

場　

所
▼
町
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

結　

果
▼

《
男
子
の
部
》

優　

勝　

墨
川　

茂
則
・
佐
々
木
雅
樹

準
優
勝　

田
中　

康
夫
・
河
田　

正
俊

第
3
位　

杉
山　

幸
久
・
前
田　

英
雄

第
3
位　

杉
本　

勝
行
・
池
田　

尚
之

《
女
子
の
部
》

優　

勝　

畠
中　

幸
子
・
松
本　

朋
子

準
優
勝　

藤
本　

京
子
・
清
水　

静
恵

第
3
位　

吉
岡　

清
子
・
廣
中　

香
菜

第
3
位　

間
野
七
津
代
・
明
吉
小
百
合

剣
道
段
位
審
査
会

期　

日
▼
10
月
8
日

場　

所
▼
岩
国
市
立
高
森
小
学
校
体
育
館

　

審
査
会
で
は
、
学
科
、
実
技
、
日
本
剣

道
形
の
3
科
目
の
審
査
が
行
わ
れ
、
和
木

町
体
育
協
会
剣
道
部
よ
り
次
の
3
名
が
初

段
に
合
格
し
ま
し
た
。

　

山
根　

央
充�

（
和
木
中
3
年
）

　

山
本　

将
夢

�

（
高
水
高
等
学
校
付
属
中
学
校
3
年
）

　

高
倉　

利
沙�
（
和
木
中
3
年
）

和
木
町
テ
ニ
ス
大
会

期　

日
▼
11
月
17
日

場　

所
▼
町
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

結　

果
▼

優　

勝　

中
浦　

一
明
・
土
崎　

一
之

第
２
位　

錫
本　

昭
彦
・
是
竹　

美
佳

第
３
位　

村
上
三
枝
子
・
小
倉　

常
雄

中
洋
ミ
ニ
バ
ス
創
立
20
周
年
記
念
大
会

期　

日
▼
11
月
11
日

場　

所
▼
中
洋
小
学
校
講
堂

結　

果
▼
Ｃ
ブ
ロ
ッ
ク
準
優
勝

　
　
　
　

�

和
木
ス
ポ
少
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
部

宝
く
じ
助
成
金
で
整
備

　

瀬
田
2
丁
目
坂
根
児
童
公
園
に
、財
団

法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
助
成
事
業
で
ト
イ
レ
と
倉
庫
が
設
置
さ

れ
ま
し
た
。皆
さ
ん
が
利
用
す
る
施
設
で

す
、大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

最
低
賃
金
の
確
認
を
！

　

従
業
員
を
雇
用
さ
れ
る
方
は
、違
反
と

な
ら
な
い
よ
う
、ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◆
山
口
県
の
最
低
賃
金　

6
5
7
円

※
平
成
19
年
10
月
28
日
～

◆
産
業
別
最
低
賃
金

　

鉄
鋼
業
な
ど
製
造
業�

7
7
7
円

　

電
気
機
器
部
品
な
ど
製
造
業
7
1
3
円

　

輸
送
用
機
械
器
具
製
造
業�

7
5
6
円

　

百
貨
店
、ス
ー
パ
ー
な
ど�

7
0
1
円

※
平
成
19
年
12
月
15
日
～

問
合
せ
▼
厚
生
省
山
口
労
働
局
賃
金
室

�

（
☎
0
8
3

－

9
9
5

－

0
3
7
2
）

準優勝おめでとう
スポ少ミニバスケットボール部

坂根児童公園

�0



行

政

相

談

　

総
務
省
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
行
政
相
談
員

が
、
行
政
に
対
す
る
苦
情
や
意
見
、
要
望

を
広
く
住
民
の
方
か
ら
お
聞
き
す
る
「
行

政
相
談
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

日　

時
▼
12
月
20
日
㈭

場　

所
▼
町
民
相
談
室

�

（
☎
52

－

1
6
1
6
）

心
配
ご
と
相
談

　

普
段
、
お
困
り
の
こ
と
や
、
悩
ん
で
お
ら

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
社
会
福
祉
協

議
会
へ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
社
会
福
祉
協
議
会

�

（
☎
52

－

8
6
4
4
）

精
神
保
健
相
談

●
精
神
保
健
相
談

心
の
健
康
・
認
知
症
相
談

毎
月
第
2
金
曜
日
13
時
30
分
～
15
時
30
分

相
談
員
▼
専
門
医
師

●
巡
回
相
談

毎
月
第
1
木
曜
日
10
時
～
16
時

相
談
員
▼
専
門
医
師

●
ス
ト
レ
ス
相
談

毎
月
第
1
・
3
火
曜
日

相
談
員
▼
心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

場　

所
▼�

岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
管
内

各
地

問
合
せ
▼
岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

�

（
☎
29

－

1
5
2
5
）

各

種

相

談

和
木
町「
面
接
相
談
」の
お
知
ら
せ

　

教
育
委
員
会
で
は
、
い
じ
め
や
不
登
校

な
ど
で
困
っ
て
い
る
、
発
育
や
発
達
が
気

に
な
る
な
ど
、
お
子
様
の
教
育
上
の
悩
み

に
つ
い
て
お
応
え
す
る
た
め
に
、
臨
床
心

理
士
に
よ
る
面
接
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日　

時
▼
12
月
14
日
㈮
14
時
～
17
時

申
込
み
・
問
合
せ
▼

教
育
委
員
会
【
担
当
：
折
出
】

�

（
☎
53

－

3
1
2
3
）

社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
が
送
付
さ
れ
て
い
ま
す

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
全
額
が
社
会
保

険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
、
年
末
調
整
や

確
定
申
告
の
際
に
1
年
間
の
納
付
額
を
申

告
す
る
こ
と
に
よ
り
所
得
税
等
の
控
除
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

　

所
得
の
申
告
に
は
、
国
民
年
金
保
険
料

を
納
付
し
た
こ
と
を
証
明
す
る
控
除
証
明

書
や
領
収
証
書
の
添
付
等
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

1
月
1
日
か
ら
10
月
1
日
ま
で
の
間
に

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
た
方
に
は
11
月

上
旬
に
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険

料
）控
除
証
明
書
が
送
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

証
明
書
の
記
載
内
容
は
、
1
月
1
日
か
ら

10
月
1
日
ま
で
の
間
に
納
付
さ
れ
た
国
民

年
金
保
険
料
額
と
、
平
成
19
年
中
に
納
付

が
見
込
ま
れ
る
場
合
の
納
付
見
込
み
額
で

す
。
な
お
、
控
除
証
明
書
に
記
載
さ
れ
て

岩
国
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

e

－

T
a
x《
イ
ー
タ
ッ
ク
ス
》（
国
税

電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム
）を
ご
利
用
下

さ
い
。

①�

自
宅
な
ど
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

用
し
て
申
告
等
が
で
き
ま
す
。所
得
税
、

法
人
税
、消
費
税
等
の
申
告
の
ほ
か
、法

定
調
書
等
の
提
出
が
で
き
ま
す
。

②�

A
T
M
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン

グ
等
を
利
用
し
た
納
税
が
で
き
ま
す
。

③�

所
得
税
の
確
定
申
告
で
は
、書
類
の
添

付
が
省
略
で
き
る
等
、大
変
便
利
で
す
。

※�

原
則
と
し
て
、住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
な

ど
電
子
証
明
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ
▼
岩
国
税
務
署

�

（
☎
22

－

0
1
1
1
）

e

－

T
a
x
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

�
http://w

w
w
.e-tax.nta.go.jp/

掲
載
写
真
差
し
上
げ
ま
す

　

広
報
わ
き
に
掲
載
し
た
写
真
を
無
料
で

差
し
上
げ
ま
す
。ご
希
望
の
方
は
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
企
画
総
務
課

�

（
☎
52

－

2
1
3
6
）

各
種
お
知
ら
せ

い
る
月
分
以
外
の
保
険
料
を
12
月
31
日
ま

で
の
間
に
納
付
し
た
場
合
は
、
控
除
証
明

書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
保
険
料
額
に
後
か

ら
納
付
し
た
保
険
料
額
を
合
算
し
て
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
場
合
、
後
か
ら
納

付
し
た
保
険
料
の
領
収
証
書
も
添
付
等
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
10
月
2
日
か
ら
12

月
31
日
ま
で
の
間
に
、
初
め
て
保
険
料
を

納
付
し
た
方
に
つ
い
て
は
、
平
成
20
年
2

月
上
旬
に
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険

料
）
控
除
証
明
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

※�

す
で
に
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方

は
、
1
月
下
旬
に
社
会
保
険
庁
か
ら
源

泉
徴
収
票
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
申
告
の

際
に
添
付
資
料
と
し
て
必
要
で
す
の

で
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
岩
国
社
会
保
険
事
務
所

�

（
☎
24

－

2
2
2
6
）

町
営
住
宅
の
お
知
ら
せ

　

現
在
、町
内
全
域
の
町
営
住
宅
の
入
居

申
込
み
を
停
止
し
て
お
り
ま
す
。

問
合
せ
▼
都
市
建
設
課

�

（
☎
52

－

2
1
9
7
）

福
祉
医
療
費
の
償
還
払
い
の
お
知
ら
せ

　

福
祉
医
療
（
乳
幼
児
・
母
子
・
心
身

障
害
）
受
給
者
の
方
で
、
県
外
で
診
療

ま
た
は
調
剤
を
受
け
、
年
内
に
償
還
払

い
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
��
月
�0
日
㈭

ま
で
に
保
健
福
祉
課
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。
そ
れ
以
降
の
申
請
分
の
支
払
い

は
年
明
け
に
な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

〈
申
請
に
必
要
な
も
の
〉

・
支
給
申
請
書

�

（
保
健
福
祉
課
窓
口
に
あ
り
ま
す
）

・
印
鑑

・
医
療
機
関
発
行
の
領
収
書

※�

初
め
て
申
請
さ
れ
る
方
は
預
金
通
帳
、

ま
た
は
預
金
通
帳
の
写

問
合
せ
▼
保
健
福
祉
課　

福
祉
係

�

（
☎
52

－

2
1
9
5
）

��



　～「めざましごはんキャンペーン」が
 始まりました～　
　「食」は「いのち」を支える源であり、一日たりとも欠
かすことのできない生活の基本です。
　朝ごはんを食べないと、体温が低いままで、あくびが
出たり、眠くなったりして集中力が出ません。活力ある
一日を過ごすためには、日本の気候風土に適した米を
中心に農産物、畜産物、水産物等多様な副食から構成
され、栄養バランスに優れた「日本型食生活」を意識し
た朝ごはんをお勧めします。
　今、日本の食料自給率は39%と先進国では最も低
い数値となっており、日本の食料の約6割が外国から
の食料輸入でまかなわれています。食料自給率低下の
要因のひとつに、お米の消費が減っていることがあげ
られます。
　このため、山口農政事務所では「めざましごはんキャ
ンペーン」として、米の消費拡大を核とした地産地消
による朝ごはんを推進してまいります。
　地元の食材を積極的に消費する地産地消を拡大し
ていくことが、山口県の「食」と「農業」を守ることにつ
ながります。
　皆さま方にも、米や野菜・魚・肉など地元の食材の積
極的な活用をお願いします。

気持ちよく健やかな一日を
スタートするため朝ごはんを食べましょう!

問合せ ▼中国四国農政局山口農政事務所
 (☎083－922－7926)

イルミネーションライトアップ
期　間 ▼12月3日㈪～ 26日㈬まで
　『はっちの家』をライトアップしています。幻
想的なイルミネーションを見に来て下さいネ‼
　期間中『はっちの家』では夜間営業いたしま
す。皆さまのお越しをお待ちしています。
営業日 ▼12月22日㈯15時～ 21時
　　　　12月23日㈰15時～ 21時

クリスマスイベント
　恒例のクリスマスイベントを開催します。当
日は楽しい企画で皆さまをお待ちしておりま
す。
日　時 ▼12月22日㈯17時～ 20時
場　所 ▼『はっちの家』
内　容 ▼ミニコンサート・ビンゴゲーム
　　　　 クリスマスフラワー・アレンジ教室（限

定20名）参加費用500円（17時～ 18時）
　　　　先着20名受付
受　付 ▼商工会（☎53－2066）

はっちの家イベント情報
対象者 ▼  昭和62年4月2日から、昭和63年4月1

日までに生まれた方
日　時 ▼平成20年1月13日㈰
　　　　受付　10時30分～
場　所 ▼総合コミュニティセンター
内　容 ▼式典・アトラクションほか
その他 ▼  会場周辺は、駐車場が少ないのでご注

意ください。

平成20年度成人式のお知らせ

日　時 ▼12月23日㈰
　　　　9時45分～ 18時
場　所 ▼文化会館
入場料 ▼無料
出演者 ▼110名
問合せ ▼小林秀嘉（☎24－1893）

和木町カラオケフェスタ

活力ある一日は朝ごはんから

��



ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
支
え
た

「
わ
き
愛
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

　

11
月
4
日
行
わ
れ
た「
わ

き
愛
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」で
は
、和
木
小
学
校（
徳

重
修
司
校
長
）6
年
生
と
緑

の
少
年
隊
そ
し
て
和
木
中

学
校（
藤
邉
健
次
校
長
）の

有
志
の
皆
さ
ん
約
50
名
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活

動
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

緑
の
少
年
隊
は
緑
の
ベ

レ
ー
帽
に
ス
カ
ー
フ
と
い

う
専
用
の
コ
ス
チ
ュ
ー
ム

で
花
の
苗
配
布
の
お
手
伝

い
を
、6
年
生
は
町
子
連

（
吉
田
浅
美
会
長
）出
店
の

模
擬
店
で
ジ
ュ
ー
ス
の
販

売
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

中
学
生
は
、北
海
道
産
直

バ
ザ
ー
の
準
備
販
売
、ス

テ
ー
ジ
の
催
し
物
の
裏
方
、

そ
し
て
最
後
は
ゴ
ミ
拾
い

ま
で
一
生
懸
命
に
取
り
組

ん
で
く
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
青
少
年
の

活
躍
に
よ
り
多
く
の
お
客

さ
ん
に
喜
ん
で
頂
き
イ
ベ

ン
ト
も
大
盛
況
の
う
ち
に

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ

ん
、本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
「
あ
い
さ
つ
」和
木
中
3
年　

越
間　

早
紀

　

私
は
、毎
日
色
々
な
人
に
あ
い
さ
つ
を
し

ま
す
。先
生
や
友
達
、家
族
そ
し
て
地
域
の

人
、出
会
う
人
に
は
あ
い
さ
つ
を
す
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
が
、相
手
に
よ
っ
て
は
気
持

ち
の
込
め
方
を
変
え
て
い
ま
す
。

　

学
校
の
先
生
に
は
敬
う
気
持
ち
で
、友
達

に
は
明
る
く
元
気
の
良
い
あ
い
さ
つ
を
す
る

よ
う
に
私
は
考
え
ま
し
た
。

　

気
持
ち
の
込
め
方
を
変
え
て
も
、心
の
こ

も
っ
た
あ
い
さ
つ
と
そ
う
で
は
な
い
も
の
が

あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
は
聞
い
て
い
て
わ
か
る
も
の
で
、心

の
こ
も
っ
て
い
る
も
の
は
、感
じ
が
良
く
雰

囲
気
も
温
か
く
な
り
ま
す
。

　

た
だ
、適
当
に
言
う
だ
け
で
は
自
分
の
イ

メ
ー
ジ
自
体
も
、思
っ
て
い
る
こ
と
も
全
て

の
印
象
が
悪
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。

　

私
が
小
学
生
の
こ
ろ
、登
下
校
の
際
、出
会

う
人
に
は
必
ず
あ
い
さ
つ
を
し
て
い
ま
し
た
。そ

し
て
、返
答
を
し
て
く
れ
る
人
は
、気
持
ち
よ

く「
お
帰
り
」「
行
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
」と
色
々
な

こ
と
を
話
し
か
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

��
こ
の
よ
う
な
時
、私
は
地
域
の
人
の
温
か

さ
、優
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。あ
い
さ
つ
を
す

る
こ
と
で
、こ
ん
な
に
も
温
か
い
気
持
ち
に

な
れ
る
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。そ
れ
か
ら
私

は
、あ
い
さ
つ
の
一
つ
一
つ
に
ち
ゃ
ん
と
気

持
ち
を
込
め
よ
う
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
、あ
い
さ
つ
の
大
事
さ
を
感
じ
取
る
こ
と

も
で
き
ま
し
た
。

　

今
は
、あ
い
さ
つ
を
す
る
人
が
少
な
く

な
っ
て
い
る
と
聞
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。こ

あ
い
さ
つ
運
動
啓
発
作
文　

最
優
秀
作
品

れ
は
大
変
残
念
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

あ
い
さ
つ
を
す
る
と
し
な
い
と
で
は
、か

な
り
差
が
あ
る
と
思
う
か
ら
で
す
。

　

や
は
り
、あ
い
さ
つ
の
大
切
さ
、あ
い
さ

つ
の
も
た
ら
す
良
さ
を
わ
か
っ
て
い
な
い
の

で
、で
き
な
く
な
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。私
が
、小
学
生
の
時
感
じ
た
よ
う

な
温
か
さ
が
伝
わ
れ
ば
あ
い
さ
つ
を
す
る
よ

う
に
な
る
人
が
増
え
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

　

中
学
校
に
入
っ
て
か
ら
、部
活
動
で
あ
い

さ
つ
を
す
る
場
面
も
出
て
き
て
、あ
い
さ
つ

が
よ
り
身
近
な
も
の
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

私
は
、吹
奏
楽
部
で
す
が
演
奏
会
や
、コ
ン

ク
ー
ル
等
へ
行
く
と
他
校
の
生
徒
と
一
緒
に

な
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。そ
こ
で
は
あ

い
さ
つ
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。で
き
る

学
校
と
で
き
な
い
学
校
で
は
全
然
違
っ
て
く

る
し
、演
奏
に
も
大
き
く
関
わ
っ
て
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、あ
い
さ
つ
は
地
域
の
人
た

ち
と
の
つ
な
が
り
だ
け
で
は
な
く
、そ
の
人

に
大
切
な
イ
メ
ー
ジ
を
も
た
ら
す
こ
と
に
も

関
係
し
て
き
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
を
も
う
一
度
考
え
直
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

あ
い
さ
つ
の
一
番
の
役
割
は
、や
は
り
人

と
人
と
を
つ
な
げ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
と
る
た
め
の
階
段
だ
と
思
う
の
で
、自
分

か
ら
積
極
的
に
し
て
行
く
こ
と
が
大
切
な
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

あ
い
さ
つ
だ
け
で
は
な
く
、他
に
も
色
々
な
方

法
が
あ
る
の
で
、こ
れ
か
ら
も
進
ん
で
地
域
と
の

交
流
を
深
め
て
い
き
た
い
で
す
。

みん
なの
笑顔で地域イキイキ！

“
じ

ぶん
”輝く生涯学習

生涯学習のマスコットです。
かわいがってネ

社会きょういくコーナー
社会教育広報通算357号

わき あい愛
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図 書 館 か ら の お 知 ら せ
絵本の読みきかせ
日　時▶12月15日㈯
　　　　10時30分～11時
　　　　おはなし会サークル
　　　　�「ゆびとま」クリスマス

スペシャルお話会！
　　　　15時～15時30分
　　　　おはなし会
　　　　「ぴのきお」
対象者▶幼児・小学生
場　所▶図書館絵本のコーナー
問合せ▶図書館（☎54－0222）

　年末年始にたっぷり本を
� 読みたい方は･･･
　12月18日から本の貸出を10冊ま
でとします。
どうぞご利用ください。

図書館の資料の検索・予約が
家庭のパソコンからできます。
アドレス:
http://www.waki-toshokan.jp/
�（予約にはパスワードが必要です。
図書館窓口にて申請してください。）

〈CD〉
☆BEST／中島美嘉
☆悲しみなんて何の役にも立たないと思っていた。
� ／槇原敬之
☆LAS　VEGAS／鬼束ちひろ
☆COVER　ALL　YO!／山崎まさよし
☆COVER　ALL　HO!／山崎まさよし
☆Pacific／NEWS
☆ラウンド・アバウト／シーモ
☆TAKING　CHANCES／セリーヌ・ディオン

〈一般書〉
『魔物　上・下』　大沢在昌著
『黒髪』　谷村志穂著
『永遠を旅する者　ロストオデッセイ　千年の夢』
� 重松清著
『晩鐘　続泣きの銀次』　宇江佐真理著
『靖国への帰還』　内田康夫著
『夫の火遊び』　藤堂志津子著
『篤姫の生涯』　宮尾登美子著
『ウォーター・ローリー　愛と冒険の物語　上・下』
� ローズマリー・サトクリフ著　山本史郎訳

　第19回日本ファンタジーノベル大賞受賞作品
　　『厭犬伝』　弘也英明著
　　『ブラック・ジャック・キッド』　久保寺健彦著

〈児童書・絵本〉
『メリークリスマス　おさるのジョージ』
� M・レイ＆H・A・レイ監修
『ジェレミーと灰色のドラゴン』
� アンゲラ・ゾンマー・ボーデンブルク著　石井寿子訳
『１４ひきのもちつき』
� １４ひきのシリーズ　いわむらかずお作・絵
『ひとりぼっち？』
� フィリップ・ヴェヒター作・絵　アーサー・ビナード訳
『ふたりでおるすばん』� いとうひろし作・絵
『ヘレンのようなクリスマス』
� ナタリー・キンジー・ワーノック文　メアリー・アゼアリアン絵
『サンタクロースが二月にやってきた』
� 今江祥智文　あべ弘士絵
『ぼくらが作った「いじめ」の映画』
� 今関信子著　尾木直樹解説
『いる　いる　だあれ』
� 岩合日出子文　岩合光昭写真

図書
館行
事案内＆新着CD・図書利用者
カードを

もって図書館へお越しください。
ホームページアドレス

問合せ ： ＴＥＬ　５４－０２２２　　ＦＡＸ　５４－０２７８

12月の休館日 3日㈪・10日㈪・17日㈪・23日㈷・24日㈪・29日～1月4日(年末年始)
http://www.waki-toshokan.jp/
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高齢者インフルエンザ予防接種のお知らせ
町内の満65歳以上の方を対象に、インフルエンザ予防接種を実施します。

実施期間 ▼12月28日㈮まで
実施医療機関 ▼木村医院・中村クリニック
※ 町外の医療機関にて接種を希望される場合は､事前に保健相談センターに

お問い合わせください。
対象者 ▼和木町に住民票がある満65歳以上の希望者
※ 60歳以上65歳未満の方でも、心臓､腎臓または呼吸器の機能障害で身体障

害者手帳1級程度の障害のある人、またはヒト免疫不全ウイルスにより免
疫の機能に日常生活が不可能な程度の障害のある人は接種できます。
自己負担額 ▼1,050円（但し、生活保護受給者は無料）
問合せ ▼保健相談センター（☎52－7290）

平
成
20
年
度
の
総
合
健
診

　
「
高
齢
者
医
療
確
保
法
」に
よ
る
医
療
制
度
改
革
に
と
も
な

い
、健
診
の
あ
り
方
が
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。こ
れ
ま
で
血
液

検
査
・
尿
検
査
・
医
師
の
診
察
な
ど
を
、「
基
本
健
診
」と
し
て

自
治
体
が
実
施
し
て
い
ま
し
た
。今
後
基
本
健
診
は
な
く
な

り
、「
特
定
健
診
」と
名
前
も
変
わ
っ
て
実
施
主
体
が
医
療
保

険
者（
保
険
証
の
発
行
元
）に
な
り
ま
す
。特
定
健
診
実
施
後

は
、メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
着
目
し
た
特
定
保
健

指
導
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
の
実
施
に
は
、次
の
よ
う
な
理

由
が
あ
り
ま
す
。①
増
え
続
け
る
医
療
費
の
多
く
を
占
め
る

の
は
生
活
習
慣
病
で
す
。②
生
活
習
慣
病
に
な
る
危
険
は
、危

険
因
子
が
重
な
る
ご
と
に
増
大
し
ま
す
。③
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
予
防
・
解
消
で
生
活
習
慣
病
は
効
果
的
に

予
防
で
き
ま
す
。

　

和
木
町
で
は
和
木
町
国
民
健
康
保
険
加
入
者（
以
下
国
保
）

に
、こ
の「
特
定
健
診
」を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。国
保

以
外
の
保
険（
組
合
健
保
・
政
府
管
掌
健
康
保
険
・
共
済
組
合

な
ど
）に
加
入
し
て
い
る
人
は
、そ
の
医
療
保
険
者
が
契
約
す

る
健
診
機
関
で
特
定
健
診
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。加

入
す
る
医
療
保
険
者
か
ら
の
通
知
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

特
定
健
診
以
外
の
が
ん
検
診
・
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
・
肺
結

核
検
診
・
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
・
生
活
機
能
評
価（
介
護
予
防

健
診
）は
、こ
れ
ま
で
ど
お
り
医
療
保
険
に
関
係
な
く
総
合
健

診
を
ご
利
用
く
だ
さ
い（
加
入
保
険
別
の
総
合
健
診
項
目
参

照
）。

　

総
合
健
診
申
込
書
を
1
月
中
旬
に
各
世
帯
に
配
布
し
て
い

ま
し
た
が
、特
定
健
診
の
対
象
者
は
4
月
1
日
を
基
準
日
に

す
る
た
め
、申
込
書
配
布
も
4
月
以
後
に
変
更
し
ま
す
。総
合

健
診
の
実
施
期
間
は
6
月
下
旬
で
調
整
中
で
す
。

【加入保険別の総合健診項目】

健 診 項目 国民健康保険
加入者

国民健康保険
以外の

保険加入者
特 定 健 診 40～74歳

胃・大腸・肺がん検診 40歳以上

子 宮が ん 検 診 20歳以上の女性

乳が ん 検 診 20歳以上の女性

肝炎ウイルス健診 40歳

骨粗鬆症検診 45,50,55,60,65,70歳の女性

※�子宮がん・乳がん検診は２年に１回受診。肝炎ウイルス健診
は４０歳になられる方の他に、広範な外科手術を行なった
ことがある方で、過去に検査を受けていない方。後期高齢者
保険加入者（７５才以上の方。平成２０年４月１日から。）は
国保に準じて、特定健診の必須項目と貧血検査を受診でき
ます。

【特定健診の検査項目】

項　　目 内　　　　容

必

須

項

目

問　　診

診　　察

計　　測 身長・体重・BMI
腹囲・血圧

血中脂質
中性脂肪

HDLコレステロール
LDLコレステロール

肝 機 能 GOT・GPT・γ―GTP

糖 代 謝 空腹時血糖または
HbA1c

尿 検 査 尿糖・尿蛋白

選
択
項
目

貧血検査 赤血球数・血色素量

心 機 能 心電図

眼底検査

保
健
師
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
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酒

鶏肉

油
鶏肉

→ 

→ →

ねぎ
ししとう

スライスチーズ
蓋をする

→

→





鶏肉

ししとう
ねぎ

鶏むね肉�................450g
食塩�...................3つまみ
酒�...............大さじ�+�/�
根深ねぎ�............... �.5本
ししとう�................... �8本
サラダ油�.............大さじ�

スライスチーズ�......... 6枚
だし汁�...................�80ml
濃口しょうゆ�.... 大さじ�/3
みりん�..........小さじ�+�/�
片栗粉�.........小さじ�+�/�
水�................大さじ�+�/�

ほのぼの☆もぐもぐ教室
｢ほのぼの教室｣のおばあちゃんに、
秘伝の味を教えてもらいましょう!
日　時 ▼1月16日㈬　10時～ 13時30分
場　所 ▼保健相談センター
内　容 ▼調理実習、お楽しみゲーム
対象者 ▼幼児とその保護者
定　員 ▼ �10組　※定員になり次第申し込

みを〆切らせていただきます。
参加費 ▼材料費実費（400円程度）
持ってくるもの ▼

　　　　�母子手帳、エプロン、手拭タオル、
ふきん、幼児用のスプーン、お
箸をご持参ください。

申込み ▼ �1月8日㈫までに保健相談セン
ターへ（☎52－7290）

※�食物アレルギー等がある場合は、申込
みの際にお申し付けください。

　スライスチーズは簡単にカルシウムを摂取することができます。肉
以外にも魚を用いて料理してみて下さい。 （食推3班　村中　弘代）

元気アップ教室のお知らせ

食推さんのおすすめメニュー

健 康 カ レ ン ダ ー（��月�6日〜�月�5日）
月　日（曜） 行　　事 対　　　象 受付時間 場　　所

12月19日㈬ 1歳6ヶ月児健診 平成18年� 5月～ � 6月生まれ 12：45～13：30
保 セ�3歳児健診 平成16年11月～ 12月生まれ

� �　20日㈭ プレイルーム 乳幼児とその保護者 10：00～15：00
育児相談 乳幼児とその保護者 13：30～14：30

� �　21日㈮ 健康相談 一般の方 � 9：30～10：30 体 育 セ ンター
� �　27日㈭ プレイルーム 乳幼児とその保護者 10：00～15：00 保 セ
� 1月� 7日㈪ 健康相談 一般の方 � 9：30～10：00 関 ヶ 浜 分 館
� �　� 8日㈫ 健康相談（高脂血症） 血中脂質が高めの方 � 9：00～11：30 保 セ

� �　10日㈭
健康相談 一般の方 � 9：30～10：30 体 育 セ ンター

妊婦さんのつどい 妊婦とその家族 10：00～11：30
保 セプレイルーム 乳幼児とその保護者の方 10：00～15：00

� �　15日㈫ 育児学級 乳児とその保護者 14：00～15：30
保セ・・・保健相談センター

a

●作り方

（材料6人分） 鶏のチーズ焼きあんかけ

①下準備
　 鶏肉…厚さを揃えて食べやすい大きさに切る。塩と酒をふり、

下味をつける。
　ねぎ…4㎝長さのぶつ切りにする。
　ししとう…中ほどに1㎝位の切り込みを入れる。
②フライパンで焼く
　フライパンにサラダ油を熱し、①の鶏肉を入れて両面を焼く。
　 フライパンの空いた場所にねぎ、ししとうを入れて色よく焼

き、取り出す。
③スライスチーズをのせて焼き上げる
　肉が焼けたら火を止め、スライスチーズをのせて蓋をする。
④　を煮立て、あんをつくる
　小鍋に　を入れて煮立て、とろみをつける。
⑤器に盛り、あんをかける
　 ③のチーズが溶けたら器に盛り、ねぎ、ししとうを添え、あん

をかける。

a
a

①アロマテラピー
日　時 ▼12月14日（金）10時～ 11時30分
内　容 ▼『潤いのアロマテラピー』
準　備 ▼材料費500円・タオル
申込み ▼�12月7日㈮まで。先着15名で締め

切ります。

②ウォーキング
日　時 ▼1月18日㈮10時～ 11時30分
内　容 ▼『きれいにウォーキング』
準　備 ▼�動きやすい服装・室内シューズ・

タオル・バスタオル・お茶
申込み ▼1月15日㈫まで
①②ともに会場および問合先は
保健相談センター（☎52－7290）
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敬
老
金
の
給
付
方
法
が
変
わ
り
ま
す

　

和
木
町
で
は
町
内
に
1
年
以
上
お

住
ま
い
の
高
齢
者
の
方
に
対
し
、敬
老

の
意
を
表
し
、福
祉
を
増
進
す
る
た
め

に
敬
老
金
を
給
付
し
て
い
ま
す
。12
月

に
は
後
期
分
と
し
て
10
月
分
か
ら
3

月
分
を
給
付
い
た
し
ま
す
。

　

今
回
か
ら
給
付
方
法
が
変
わ
り
、皆

様
が
指
定
す
る
金
融
機
関
口
座
へ
の

振
込
み
と
な
り
ま
す
。金
額
・
振
込
口

座
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、文
書
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
の
で
、確
認
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

問
合
せ
▼
保
健
福
祉
課

�

（
☎
52

－

2
1
9
5
）

平成20年4月から、新たな高齢者の医療制度

後期高齢者医療制度が始まります
　この制度は現在の老人保健制度にかわる高齢者の医療保険制度で、山口県後期高齢者医療広域連合と山
口県内全ての市町が協力して運営します。

◎広域連合と市町の役割
広域連合の役割 町の役割

●　保険証の発行
●　保険料の決定
●　医療を受けたときの給付

●　保険料の徴収
●　申請や届出の受付
●　保険証の引き渡し

◎運営の仕組み
　後期高齢者の医療にかかる費用のうち、医療機関で支払う窓口負担を除いた分を、
公費（国、県、市町）が5割を負担、現役世代からの支援（若年者の保険料）が4割を負
担し、残りの1割を高齢者のみなさんから保険料として納めていただきます。

◎対象者（被保険者）と医療の給付は老人保健と同じです。
　対象者は「75歳以上の方」と「65歳以上で一定の障害がある方」です。また、医療機関の窓口で支払う自己
負担額は、一般の方は1割、現役並所得の方は3割です。

◎保険証は�人に�枚交付されます。
　新制度では「後期高齢者医療制度」として「保険証」が一人に一枚交付されます。平成20年3月下旬までに
は対象となる方に送付いたします。

◎保険料は被保険者全員が納めます。
　新しい制度では、お医者さんにかかった費用の一部にあてるため、所得に応じて決
められる「保険料」を納めていただくことになります。また、保険料は山口県内一律の
保険料率が設定され所得に応じて決まります。納付の方法は原則として年金からの天引きになります。保険料
については、決定次第改めてお知らせいたします。
問合せ ▼保健福祉課（☎52－2196）
　　　　山口県後期高齢者医療広域連合事務局（☎083－921－7110）

ね
た
き
り
者
等
介
護
見
舞
金
を
支
給

　

町
内
に
1
年
以
上
居
住
し
、身
体
上

ま
た
は
、精
神
上
の
著
し
い
障
害
の
た

め
介
護
保
険
法
に
定
め
る
要
介
護
状

態
区
分
が
4
ま
た
は
5
の
方
等
を
住

宅
で
常
時
介
護
し
て
い
る
方
に
対
し
、

見
舞
金
を
支
給
し
ま
す
。

基
準
日
▼
10
月
1
日

支
給
月
▼
12
月

年　

額
▼�

10
万
5
千
円（
入
院
ま
た

は
、入
所
生
活
介
護
等
の
サ

ー
ビ
ス
利
用
者
に
つ
い
て

は
減
額
）

問
合
せ
▼
保
健
福
祉
課

�

（
☎
52

－

2
1
9
5
）

65歳以上で一定の障害のある方

75歳以上で国民健康保険に加入している方

75歳以上の方で、会社の健康保険、船員組合、
共済組合等の被保険者・被扶養者

後期高齢者
医療制度の
被保険者

「これまで」 「平成�0年4月から」
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工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を
！

【
相　

談
】

　

3
日
前
、友
人
に
誘
わ
れ
て
着
物

の
展
示
会
に
行
っ
た
。販
売
員
に
取

り
囲
ま
れ
、着
物
や
宝
石
を
次
々
と

勧
め
ら
れ
、断
り
切
れ
ず
に
契
約
を

し
た
が
、高
額
な
買
い
物
を
し
た
こ

と
を
後
悔
し
て
い
る
。解
約
し
た
い
。

【
処　

理
】

　

展
示
会
場
で
着
物
等
を
契
約
す

る
ま
で
の
状
況
を
確
認
し
た
と
こ

ろ
、特
定
商
取
引
法
の
訪
問
販
売
に

該
当
す
る
の
で
、ク
ー
リ
ン
グ
・
オ

フ
の
手
続
き
を
助
言
し
た
。

【
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
講
座
】

　
「
見
る
だ
け
で
い
い
か
ら
」と
誘

わ
れ
着
物
の
展
示
会
に
出
か
け
た

と
こ
ろ
、販
売
員
に
取
り
囲
ま
れ
る

な
ど
、強
引
に
高
額
な
呉
服
や
貴
金

属
を
契
約
さ
せ
ら
れ
た
と
い
う
相

談
が
、高
齢
の
女
性
か
ら
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。一
度
契
約
す
る
と
繰
り

返
し
勧
誘
を
受
け
、契
約
総
額
が
高

額
と
な
り
、老
後
の
蓄
え
を
失
っ
て

し
ま
う
な
ど
、生
活
を
脅
か
さ
れ
る

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　

展
示
会
場
で
何
人
も
の
販
売
員

に
囲
ま
れ
、自
由
に
商
品
を
選
べ
な

い
状
況
で
あ
れ
ば
、特
定
商
取
引
法

の
訪
問
販
売
に
該
当
す
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。訪
問
販
売
に
該
当
す

れ
ば
契
約
書
面
を
受
け
取
っ
て
8

日
間
は
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で
き

ま
す
。ま
た
、8
日
間
が
過
ぎ
て
も
、

契
約
時
に
何
度
も「
契
約
し
な
い
。

帰
り
た
い
。」と
の
意
思
表
示
を
し

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、し
つ
こ

く
勧
誘
し
て
契
約
さ
せ
ら
れ
た
場

合
な
ど
は
、そ
の
契
約
を
取
り
消
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

展
示
会
場
の
華
や
か
な
雰
囲
気

に
惑
わ
さ
れ
契
約
し
が
ち
で
す
が
、

本
当
に
必
要
な
商
品
か
ど
う
か
、慎

重
に
検
討
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

消費者生活相談
だより Vol.38

展示会での
呉服販売トラブル

和

木

短

歌

教

室

朝
顔
と
コ
ス
モ
ス
競
う
路
地
畑
の

　

夏
と
秋
と
の
攻
め
あ
い
楽
し 

神
園　

静
美

周
南
に
仲
間
集
い
て
踊
る
秋

　

た
つ
き
忘
れ
て
晴
れ
や
か
な
顔 

大
野　

千
尋

木
犀
の
し
ろ
く
花
ち
る
夕
暮
は

　

老
ひ
し
命
の
花
ち
り
し
ご
と 

田
渕
ハ
ネ
子

彼
岸
花
赤
々
続
く
道
を
ゆ
く
秋
の

　

陽
ざ
し
の
ま
ぶ
し
き
真
昼 

広
宇
次
信
子

カ
メ
ラ
か
ら
プ
ー
さ
ん
と
び
だ
し

　

千
歳
飴
さ
げ
し
幼
子
声
た
て
笑
う 

横
川
美
代
子

和
木
俳
句
教
室
句
会

（
��
月
�7
日
句
会
）

宮
島
の
朝
日
に
染
ま
る
海
鼠
舟 

陣
場　

孝
子

夫
の
忌
の
雀
来
て
ゐ
る
小
春
か
な 

灰
岡
美
穂
子

指
開
き
猫
の
伸
び
き
る
石
蕗
日
和 

平
岡　

菊
江

虚
子
の
碑
を
濡
ら
し
て
過
ぐ
る
初
時
雨 

浦　
　

盈
子

岸
の
灯
の
揺
る
る
川
面
や
鴨
の
声 

与
三
本
愛
子

問
合
せ

企
画
総
務
課（
☎
52

－

2
1
3
5
）

く
ら
し
の
相
談
員

岡
内
章
二
郎（
☎
52

－

5
8
6
8
）

山
口
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
☎
0
8
3

－

9
2
4

－

2
4
2
1
）

　

平
成
19
年
工
業
統
計
調
査
が
、12

月
31
日
を
調
査
基
準
日
と
し
て
、全

国
一
斉
に
行
わ
れ
ま
す
。

　

工
業
統
計
調
査
は
、国
や
地
方
自

治
体
の
行
政
施
策
の
重
要
な
基
礎
資

料
と
し
て
使
わ
れ
る
ほ
か
、企
業
や

大
学
な
ど
で
の
研
究
資
料
、小
・
中
・

高
等
学
校
の
教
材
な
ど
、広
く
利
用

さ
れ
ま
す
。

　

調
査
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、本

年
12
月
か
ら
来
年
1
月
に
か
け
て
、

調
査
員
が
各
事
業
所
に
お
伺
い
し
ま

す
の
で
、調
査
へ
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

な
お
、調
査
票
に
記
入
い
た
だ
い

た
内
容
に
つ
い
て
は
、統
計
法
に
基

づ
き
秘
密
が
厳
守
さ
れ
ま
す
。

問
合
せ
▼
企
画
総
務
課

�

（
☎
52

－

2
1
3
6
）

県
商
工
労
働
部
統
計
課

�

（
☎
0
8
3

－

9
3
3

－

2
6
5
4
）

寄 

付
・
寄 

贈

　

次
の
方
々
よ
り
社
会
福
祉
協
議
会

へ
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

●
香
典
返
し

　

弘
中　

忠
靖
さ
ん�

（
和
木
地
区
）

　

竹
野　

祥
子
さ
ん�

（
和
木
地
区
）

●
見
舞
返
し

　

岡
田　

長
一
さ
ん�

（
和
木
地
区
）

　

岡
田　

清
美
さ
ん�

（
和
木
地
区
）

●
一
般
寄
付

　

森
脇　

政
志
さ
ん�

（
和
木
地
区
）

　

う
さ
ぎ
や
さ
ん�

（
和
木
地
区
）
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　　　　　　　　　　　　　　年末は不法投棄多発時期です！
　年末は、家庭のごみを見境なくどこにでも捨てる不届き者が数多く現れる時期です。特に人気のない道、
物陰、公園内またはその周辺に捨てられる場合が多く、町では、和木町快適環境まちづくり町民会議と
ともにパトロールを実施してはいますが、すべてを見ることができるわけではありません。町民の皆さ
まとともに郷土和木町での不届き者の行動を監視しましょう !
　もし、不審な行動をとる人物や車を見かけたら、迷わず警察に 110 番通報してください。また、車の
ナンバーを確認するなどができれば、警察の不届き者検挙に役立ちます。
　今までにも町内で数多くの不法投棄がありましたが、岩国警察署との連携や町民の皆さまの情報提供
などのご協力により検挙されております。
　土地所有者の方々には、その場所に捨てにくい
環境を作っていただき、物影を作らない・不用意
に車が入ることができないようにするなどの措置
を取っていただきますようお願いします。
　最近、特に不法投棄が見られる場所は、蜂ヶ峯総
合公園入り口手前のテレビ塔付近や林道です。ペッ
トボトルや弁当殻等も見られますが、冷蔵庫や洗
濯機、テレビ等の電化製品も見られます。夜中に
人気のないところに車を止めている、廃棄物等を
積んでうろうろしている等の行動を取る車があれ
ば要注意です。
　そこで、「不法投棄されたごみを見つけた !」「不法投棄した車を見た !」

「不法投棄した人を見た !」などの情報を警察や役場に連絡してください。
　町民の皆さまのご協力をお願いします。

<連絡先 >　　
岩国警察署　　　　　電話　　110（24－ 0110）
和木警察官駐在所　　電話　　52－ 3549
和木町役場　　　　　電話　　52－ 2135（代表）

生
改
連
朝
市
の
お
知
ら
せ

和木町のごみ事情

ミ
ニ
農
園
入
園
者
募
集

場　

所
▼
和
木
4
丁
目
11
街
区

面　

積
▼
約
37
㎡

入
園
料
▼
3
，
7
0
0
円
／
年

募
集
区
画
数
▼
6
区
画

入
園
者
決
定
▼

申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
し
ま
す
。

申
込
期
限
▼
12
月
10
日
㈪
～
21
日
㈮　

�

（
役
場
閉
庁
時
を
除
く
）

申
込
方
法
▼�

役
場
住
民
サ
ー
ビ
ス
課
備

付
用
紙
に
よ
り
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

�

（
☎
52

－
2
1
9
4
）

日　

時
▼
12
月
11
日
㈫
9
時
～

場　

所
▼�
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
前

広
場

内　

容
▼�

新
鮮
な
野
菜
の
販
売
で
す
。

皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
の
で
ど
う
ぞ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

�

（
☎
52

－

2
1
9
4
）
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わき Net No.8（H�9.��）わき Netわき Net環
境

冬のエコスタイル・エコドライブキャンペーン
　今、深刻な問題となっている地球温暖化。この問題を解決するために世界が協力して作った「京都
議定書」。この約束期間が来年2月から始まることを皆さんは、知っていますか?
　日本が世界に約束した目標は、2008年～ 2012年までに1990年と比べて、温室効果ガス排出量を6％
削減することです。
　国では、地球温暖化防止に国民全て一丸となって取り組む「チームマイナス6％」や「めざせ！ 1人、
1日、1kgCO2削減」などの国民運動を推進しています。
　山口県及び県内市町では、この運動に連携してこのキャンペーンに取り組んでいます。特に12月は、
「地球温暖化防止月間」であり12月を「ノーマイカー通勤強化月間」としています。
　町民の皆さんも一人一人ができることから始めましょう！
<主な取組内容>
エコスタイル

★暖房時の設定温度を20℃にしよう！
　　 　役場等主な公共施設では「和木町エコプラン」に基づきすでに実施しています。
　　 　特に、多くの皆さんが利用される施設では、職員の指示に従って暖房をご利用いただきますよ

うお願いいたします。
★着る物を工夫して暖房の設定温度を控えめにしよう！（ウォームビズ）

エコドライブ
★やさしいアクセル操作円滑発進しよう！
★急加速、急ブレーキをやめよう！
★駐停車時は、アイドリングストップをしよう！

ノーマイカー通勤
★通勤に公共交通機関を利用しよう！

　　 　役場等に勤務する職員等は、特別な場合を除き「和木町エコプラン」に基づいて実施しており、
実施範囲としましては、町内・旧岩国市内及び大竹市内から通勤する職員等を対象としています。

　平成6年��月の戸籍法の改正（戸籍事務を電子情報処理組織によって取り扱うことができる）により、和木町も平
成�0年�月��日から戸籍事務の電算化を予定してます。戸籍事務の電算化は、戸籍、戸籍の附票、除籍、改製原戸
籍が同一のシステムで管理され、正確で速やかな事務処理ができ、証明書の発行時間が短縮されます。
◆戸籍法では、戸籍事務の電算化をすれば次のように取扱いが変わります。
①名称が変わります。
　　「戸籍謄本」は「全部事項証明書」に、「戸籍抄本」は「個人事項証明書」に名称が変わります。
②様式が変わります。
　 　縦書きの文章形式から横書きの項目形式になります。数字も漢数字から算用数字に変わります。用紙はＡ

4サイズで、偽造防止用紙に変わります。
③氏名の文字が変わる方がいます。
　 　今まで、戸籍に記載されていた氏名の文字は、漢和辞典などにない文字も使用されていました。そのよう

な文字は、コンピューター化する際には常用漢字、人名用漢字、その他一般に通用する文字（辞典に載って
いる文字）を使用することになっています。その為、辞書に載っていない文字が氏・名に使用されている場合
は、辞典記載文字によってコンピューター登録させていただきます。この取扱いは、戸籍の表記上の取扱いで
あって、これによって氏又は名の変更がされるものではありませんので、印鑑登録などの変更は不要です。こ
のような方には、通知書（告知）をお送りしますので、ご理解とご協力をお願いします。
④戸籍の附票も変わります。
　 　「戸籍の附票」は、戸籍に記録されている人の住所を記載したものです。コンピューター化後の附票には、

最も新しい住所が記載され、その後の住所の異動も順次記録されます。
　問合せ ▼住民サービス課（☎52－2194）

戸籍事務の電算化に伴うお知らせ

�0



和
木
町
役
場

�
12
月
29
日
㈯
～
1
月
3
日
㈭

文
化
会
館

�

12
月
25
日
㈫
～
1
月
4
日
㈮

総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

�

12
月
29
日
㈯
～
1
月
4
日
㈮

図
書
館�

12
月
29
日
㈯
～
1
月
4
日
㈮

体
育
セ
ン
タ
ー

�

12
月
28
日
㈮
～
1
月
4
日
㈮

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

�

12
月
29
日
㈯
～
1
月
3
日
㈭

総
合
福
祉
会
館

�

12
月
29
日
㈯
～
1
月
3
日
㈭

蜂
ヶ
峯
総
合
公
園

�

12
月
29
日
㈯
～
1
月
1
日
㈷

固定資産税.............3期分　国民健康保険料.............6期分

介護保険料.............6期分　町営住宅使用料...........12月分

今月の口座振替日は12月25日ですので、ご注意ください。

※.次の5日間は夜8時まで税務課窓口で納税を受け付けま

す。12月20日㈭・21日㈮・25日㈫・26日㈬・27日㈭

　納税相談にもご利用ください。

問合せ ▼税務課（☎52－2193）

今月の納税 年
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始
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1 100以上
95 － 99
90 － 94
85 － 89
80 － 84
75 － 79
70 － 74
65 － 69
60 － 64
55 － 59
50 － 54
45 － 49
40 － 44
35 － 39
30 － 34
25 － 29
20 － 24
15 － 19
10 － 14
 5 －  9
 0 －  4

152
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218

172
184

231
233

204
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193

166
137

93
44

13
3

和 木 町 の 人 口 ピ ラ ミ ッ ド
平成19年11月1日現在

総人口　6,585人
 （－18）
世帯数　2,695世帯
 （＋4）
和木町の面積　10.56

（－1） （－17）
 3,278人　男 女　3,307人
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